
令和 ７ 年度　　　　 修 繕 仕 様 書

修 繕 件 名 内牧末端監視局外３か所水質自動計測装置修繕

修 繕 場 所 春日部市内牧３２７６番地３　内牧末端監視局 外３か所

路 河 川 名 称

事 業 名

修 繕 大 要

水質自動計測装置更新　３か所

水質自動計測装置移設　１か所

春日部市



埼玉県
庄和浄水場

南部第二浄水場

南部浄水場

１１，６００ｍ３／日

西部浄水場

４４，４００ｍ３／日

北部浄水場

１６，４００ｍ３／日

東部浄水場

１７，６００ｍ３／日

庄和浄水場

１６，９００ｍ３／日

南桜井駅藤の牛島駅

一ノ割駅

武里駅

春日部駅

北春日部駅

八木崎駅

豊春駅
春日部市役所

庄和総合支所

小渕末端監視局

赤沼末端監視局

千間末端監視局

花積末端監視局

中継加圧

ポンプ場

東中野末端

さいたま市

岩槻区

さいたま市

岩槻区

白岡市
宮代町

杉戸町

杉戸町

千葉県

野田市

松伏町

越谷市

４号井

３号井

１号井

６号井５号井

２号井

６号井

５号井

４号井

５号井

３号井

４号井

２号井

６号井

８号井

４号井

１号井

６号井

５号井

７号井

最大給水能力

１０６，９００ｍ３／日

：修繕箇所

西宝珠花末端監視局

内牧末端監視局

水道施設案内図

春日部市上下水道部
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逆洗排水池

200 ㎥

電気室

混和池

877 ㎥

第２配水池

1,700 ㎥

第１配水池

1,700 ㎥

滅菌室

非常用

発電機室

電気室

2F 操作室

1F 電気室

屋外タンク

5,000L

ろ水機

：修繕箇所

修 繕 箇 所

南部浄水場

概要

所 在 地 埼玉県春日部市備後東六丁目１６番５号

完 成 年 月 日 昭和４２年（第２期拡張事業）

敷 地 面 積 ５，２２９㎡

給 水 人 口 ２７，４００人 （第６期拡張事業）

最大給水能力 １１，６００ｍ３／日（第６期拡張事業）

水 源 内 訳 県営水道・深井戸（６本、内１本が予備水源、内１本が休止中）

配 水 池 ３，４００ｍ３（ＲＣ１，７００ｍ３×２池）

ろ 水 機 ４,１６０ｍ３／日（２６０ｍ３／時）×２台

消 毒 方 法 次亜塩素酸ナトリウムによる塩素消毒

非常用発電機 ５００ｋＶＡ（ガスタービン）×１台

N

着水井

第１

ポンプ井

第２

ポンプ井

南部第二浄水場

南部浄水場



変 更 理 由

備　　考

地　　区 1.00 1.00 

単価適用年月

変　　更

経費適用年月

主たる工種

施 工 地 域

週休2日区分

( 0001 ) 県南 労務費補正 機械経費(賃料）補正

( R0706 ) 令和07年06月

自 至 令和8年3月13日

日 数

至

令和07年06月

下水道工事（３）

-

当 初 金 額 変 更 金 額

修繕価格

消費税相当額

合計

修繕価格

消費税相当額

合計

請負増減額

採用しない

工　　期
当　　初

設　　計

請　　負

春日部市



修繕区分　工種　種別　細別・規格 数　　量 単 位 単　価 金　　額 摘　　要

＿修繕原価

第１号内訳書

＿＿据付修繕原価

＿＿＿直接修繕費

＿＿＿＿材料費

＿＿＿＿＿直接材料費 第２号内訳書

＿＿＿＿＿補助材料費

＿＿＿＿労務費

＿＿＿＿＿技術労務費 第３号内訳書

＿＿＿＿直接経費

本　修　繕　費　内　訳　書

本修繕

式

1 

式

1 
＿＿機器費

式

1 

式

1 

式

1 

式

1 

式

1 

式

1 

式

1 

式

1 

式

1 

春日部市



修繕区分　工種　種別　細別・規格 数　　量 単 位 単　価 金　　額 摘　　要

本　修　繕　費　内　訳　書

＿＿＿＿＿機械経費

＿＿＿＿＿総合試運転費

＿＿＿＿仮設費

＿＿＿＿輸送費 第４号内訳書

＿＿＿間接修繕費

＿＿＿＿共通仮設費

＿＿＿＿現場管理費

＿＿＿＿据付間接費

＿＿設計技術費

式

1 

式

1 

式

1 

式

1 

式

1 

式

1 

式

1 

式

1 

式

1 
＿一般管理費等

式

1 
修繕価格

式

1 

春日部市



修繕区分　工種　種別　細別・規格 数　　量 単 位 単　価 金　　額 摘　　要

本　修　繕　費　内　訳　書

修繕費合計

＿消費税相当額

式

1 

式

1 

春日部市



第１号一位代価表（内訳書）

数　量 単　位 単　　価

3 

機器費

名　称　/　規　格 金　 額 適　　要

水道水用水質自動計測装置

台

合　計

春日部市



第２号一位代価表（内訳書）

数　量 単　位 単　　価

4 

直接材料費

名　称　/　規　格 金　 額 適　　要

小配管、継手類

箇所

合　計

春日部市



第３号一位代価表（内訳書）

数　量 単　位 単　　価

3 

1 

4 

3 

1 

4 

1 

1 

3 

技術労務費

名　称　/　規　格 金　 額 適　　要

水質自動観測装置据付

第1号施工表
WE435301

観測装置，新設，補正なし

水質自動観測装置据付

第2号施工表
WE435301

観測装置，移設，補正なし

水質自動観測装置調整

第3号施工表
WE435400

観測装置，補正なし，無線機なし

水質自動観測装置据付

第4号施工表
WE435301

観測装置，撤去(不使用)，補正なし

水質自動観測装置据付

第5号施工表
WE435301

観測装置，撤去(再使用)，補正なし

水質自動監視装置調整

第6号施工表
WE435200

監視装置，補正なし，無線機なし

テレメータ監視局装置調整(監視局装
置)

第7号施工表
WE310201

監視局装置，補正なし，3 対向，無線
機なし

テレメータ監視局装置調整(監視局装
置)

第8号施工表
WE310201

監視局装置，補正なし，1 対向，無線
機なし

末端監視局装置点検

第1号特殊施工
PJ0010

架

架

局

架

架

局

局

局

台

合　計

春日部市



第４号一位代価表（内訳書）

数　量 単　位 単　　価

1 

輸送費

名　称　/　規　格 金　 額 適　　要

輸送費

式

合　計

春日部市



水質自動観測装置据付

(WE435301)

第  1.00 当り0001 架号 一位代価表(施工歩掛表)

名　称　/　規　格 数　量 単　位 単　価 金　　額 摘　　要

電気通信技術者

人

電気通信技術員

人

合　計
当り1 架

条件名称 入力名称

J01 作業種別 観測装置
J02 作業内容による補正 新設
J03 2架目以降による補正 補正なし

水質自動観測装置据付

(WE435301)

第  1.00 当り0002 架号 一位代価表(施工歩掛表)

名　称　/　規　格 数　量 単　位 単　価 金　　額 摘　　要

電気通信技術者

人

電気通信技術員

人

合　計
当り1 架

条件名称 入力名称

J01 作業種別 観測装置
J02 作業内容による補正 移設
J03 2架目以降による補正 補正なし

春日部市



水質自動観測装置調整

(WE435400)

第  1.00 当り0003 局号 一位代価表(施工歩掛表)

名　称　/　規　格 数　量 単　位 単　価 金　　額 摘　　要

電気通信技術者

人

合　計
当り1 局

条件名称 入力名称

J01 作業種別 観測装置
J02 2局目以降による補正 補正なし
J03 無線機による補正 無線機なし

水質自動観測装置据付

(WE435301)

第  1.00 当り0004 架号 一位代価表(施工歩掛表)

名　称　/　規　格 数　量 単　位 単　価 金　　額 摘　　要

電気通信技術者

人

電気通信技術員

人

合　計
当り1 架

条件名称 入力名称

J01 作業種別 観測装置
J02 作業内容による補正 撤去(不使用)
J03 2架目以降による補正 補正なし

春日部市



水質自動観測装置据付

(WE435301)

第  1.00 当り0005 架号 一位代価表(施工歩掛表)

名　称　/　規　格 数　量 単　位 単　価 金　　額 摘　　要

電気通信技術者

人

電気通信技術員

人

合　計
当り1 架

条件名称 入力名称

J01 作業種別 観測装置
J02 作業内容による補正 撤去(再使用)
J03 2架目以降による補正 補正なし

水質自動監視装置調整

(WE435200)

第  1.00 当り0006 局号 一位代価表(施工歩掛表)

名　称　/　規　格 数　量 単　位 単　価 金　　額 摘　　要

電気通信技術者

人

合　計
当り1 局

条件名称 入力名称

J01 作業種別 監視装置
J02 2対向目以降による補正 補正なし
J03 無線機による補正 無線機なし

テレメータ監視局装置調整(監視局
装置)

(WE310201)

第  1.00 当り0007 架号 一位代価表(施工歩掛表)

名　称　/　規　格 数　量 単　位 単　価 金　　額 摘　　要

電気通信技術者

人

合　計
当り1 架

条件名称 入力名称

J01 作業種別 監視局装置
J02 2架目以降による補正 補正なし
J03 対向数 3 対向
J04 無線機による補正 無線機なし

春日部市



テレメータ監視局装置調整(監視局
装置)

(WE310201)

第  1.00 当り0008 架号 一位代価表(施工歩掛表)

名　称　/　規　格 数　量 単　位 単　価 金　　額 摘　　要

電気通信技術者

人

合　計
当り1 架

条件名称 入力名称

J01 作業種別 監視局装置
J02 2架目以降による補正 補正なし
J03 対向数 1 対向
J04 無線機による補正 無線機なし

春日部市



台

第

 100.000 当り

名　称　/　規　格 単　位 数　量 単　価 金　額 摘　　要

0001
PJ0010

末端監視局装置点検号 一位代価表(特殊施工単価)

電気通信技術者
人

電気通信技術員
人

1    

諸雑費（まるめ）
式

合　計
当り1 台

春日部市



単価表番号 名       称　/　規　　　格 単  位 単　価 摘  要

積　　算　　条　　件    一　　覧　　表

架

水質自動観測装置据付

観測装置，新設，補正なし

第0001号施工表   WE435301
WE435301

架

水質自動観測装置据付

観測装置，移設，補正なし

第0002号施工表   WE435301
WE435301

局

水質自動観測装置調整

観測装置，補正なし，無線機なし

第0003号施工表   WE435400
WE435400

架

水質自動観測装置据付

観測装置，撤去(不使用)，補正なし

第0004号施工表   WE435301
WE435301

架

水質自動観測装置据付

観測装置，撤去(再使用)，補正なし

第0005号施工表   WE435301
WE435301

局

水質自動監視装置調整

監視装置，補正なし，無線機なし

第0006号施工表   WE435200
WE435200

架

テレメータ監視局装置調整(監視局装置)

監視局装置，補正なし，3 対向，無線
機なし

第0007号施工表   WE310201
WE310201

架

テレメータ監視局装置調整(監視局装置)

監視局装置，補正なし，1 対向，無線
機なし

第0008号施工表   WE310201
WE310201

使用機械の機種・規格及び施工方法は特記仕様書等で定めのある場合を除き、請負者の責任において任意で定め施

工すること。ただし、使用機械は、排出ガス対策、低騒音・低振動型建設機械を原則とし、機種や規格について

は、施工計画書等に明記すること。

春日部市













 

 

 

 

 

 

内牧末端監視局外３か所 

水質自動計測装置修繕 

 

 

特記仕様書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春日部市上下水道部 

 

 

 

 



第１章　総則 

 

１　適用範囲 

（１）この特記仕様書は、春日部市水道事業管理者（以下「発注者」という）が、発注す

る下記修繕に適用するものとする。 

　　１）修繕件名：内牧末端監視局外３か所水質自動計測装置修繕 

　　２）修繕場所：春日部市内牧３２７６番地３　　　　　内牧末端監視局 

春日部市赤沼８１８番地２　　　　　　赤沼末端監視局 

春日部市西宝珠花６６４番地１　　　　西宝珠花末端監視局 

春日部市備後東六丁目７０８番地１０　南部第二浄水場 

（２）この仕様書に定めのない事項は、別に「埼玉県土木工事実務要覧」で定めるものと

する。 

 

２　関係法令等の遵守 

　受注者は、修繕請負約款、建設業法、騒音規制法、労働基準法、職業安定法、労働者災

害保険法およびその他の関係法令ならびに関係官公署の許可条件を遵守し、修繕の円滑な

進捗を図らなければならない。 

 

３　官公署に対する手続 

　修繕のため必要な官公署の対する手続きは、受注者が行うものとする。これに要する費

用は受注者の負担とする。なお受注者は、その結果を発注者に報告しなければならない。 

 

４　適用規格 

　適用規格は次の通りとする。 

（１）埼玉県土木工事実務要覧 

（２）公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編） 

（３）日本工業規格（ＪＩＳ） 

（４）日本水道協会規格（ＪＷＷＡ） 

（５）水道施設設計指針（公益社団法人日本水道協会） 

（６）水道維持管理指針（公益社団法人日本水道協会） 

（７）その他必要な関係諸法規 

 



５ 提出書類等 

  （１）受注者は、業務を開始する前に下記の書類を提出すること。 

① 業務責任者等通知書 １部 

② 経歴書   １部 

③ 資格証等の写し  １部 

④ 工程表   １部 

⑤ 請負代金額内訳書  １部 

  （２）受注者は、業務が全て終了後に、各種試験等を整理製本（Ａ４版）のうえ提出す

ること。写真撮影は、業務場所全景を入れ、施工前・後が確認できるように撮影し、

完成後確認のできない箇所については、後日確認できるように撮影し、業務内容ご

とに整理・製本のうえ完成図書として提出する。 

① 修繕完了通知書  １部 

② 修繕報告書   １部 

③ 作業写真帳   １部 

④ その他必要な書類  １部 

 

６ 材料 

（１）主な使用材料は日本産業規格（ＪＩＳ）、日本水道協会規格（ＪＷＷＡ）等の基準

に適合しなければならない。 

（２）使用材料は、使用前に承諾された物で、検査を受け、合格した物でなければならな

い。 

（３）材料検査に際して、受注者はこれらに立ち会わなければならない。立ち会わないと

きは、受注者は検査に対し、異議を申し立てることはできない。 

（４）検査及び試験のため、使用に耐えられなくなったものは、所定数量に算入しないも

のとする。 

（５）材料検査に合格したものであっても、使用時になって損傷変質したときは新品と取

替え、再び検査を受けなければならない。 

 

７　試験および検査 

（１）修繕完了後は、原則発注者立ち会いのうえ、総合試験および各種検査を実施するも

のとする。なお、検査は現場試験とし、すべての機器を現場に据付け、全設備を総

合運転し、各種の試験を行うものとする。 



（2）発注者が必要と認めた時は、公共または権威ある試験所、その他の機関の材料試験

成績書および検査合格証明書を提出するものとする。 

（3）工場検査を省略された機器材料についても発注者の指定したものについては、試験

成績表を提出するものとする。 

（ 4）機器の試験および検査は原則として発注者の立ち会いのもとに行うが当該機器が公

認の規格による汎用品である時はその成績表を提出して承諾を受けるものとする。 

（5）試験に要する費用は全て受注者の負担とする。 

 

８ その他 

（１）現場における作業に必要な電力・揚水等は、支障のない限り無償支給とするが、こ

れに要する仮設資材等は受注者の負担とする。また、関連図面、特殊工具、その他

市が適当と認めるものは貸与する。 

（２）本修繕の施工に当たり、受注者は現地を十分に調査、確認を行い施工しなければな

らない。また、本修繕場所では、別工事の受注者も作業を行っているため、十分に

調整を行うものとする。 

（３）本修繕場所は水道施設内であるため、清潔を旨とし、万一にも水質を汚染すること

があってはならない。なお、場内の出入りについては十分注意し、関係者以外の立

ち入りは禁止する。 

（４）本修繕に従事する者は、事前（業務に従事する６か月以内）に行った腸内細菌検査

結果を報告するものとする。 

（5）この仕様書に定めのない事項については、必要に応じて協議して定めるものとする。 



第２章　設備修繕 

 

第１節　概要 

 

　本修繕は内牧末端監視局、赤沼末端監視局および西宝珠花末端監視局に設置されている

水道水用水質自動計測装置の撤去新設を行うとともに、南部第二浄水場電気室水質自動測

定盤に設置されている水道水用水質自動計測装置の既設撤去、末端監視局で撤去した設備

の１台を再設置するものである。なお、撤去新設および再設置に伴う試運転調整を含むも

のとする。 

 

第２節　修繕範囲 

 

（１） 内牧末端監視局、赤沼末端監視局および西宝珠花末端監視局の水質自動監視盤内に

設置されている水道水用水質自動計測装置の撤去。 

（２） 前号に掲げる各末端監視局の水道水用水質自動計測装置の新設。 

（３） 南部第二浄水場電気室水質自動測定盤に設置されている水道水用水質自動計測装置

の撤去。 

（４） １号に掲げる各末端監視局で撤去した水道水用水質自動計測装置の内、機器点検の

結果最も劣化が少ないものの南部第二浄水場電気室水質自動測定盤への移設。なお、

劣化の状況に差異が認められない場合は、発注者の指示により対象機器を決定する。 

（5）　各機器間の配管・配線作業 

（６）　試運転調整（遠隔監視装置との対向試験を含む） 

（7）　その他上記に伴う付帯作業 

 

 

第３節　機器特記仕様 

１　末端監視局　既設撤去機器仕様 

（１）数　　量：各箇所１台 

（２）型　　式：荏原商事㈱製　EB７０B 

（３）設置場所：盤内 

（４）測定項目：残留塩素・濁度・色度・電気伝導率・pH・水温・水圧 

（５）測定範囲：残留塩素 ０～２ｍｇ／Ｌ 



　　　　　　　　濁度  ０～４度 

　　　　　　　　色度  ０～２０度 

  　電気伝導率 ０～５０ｍS／ｍ 

  　pH  ２～１２ 

  　水温  ０～５０℃ 

  　水圧  ０～１MPa 

（６）表示方式：タッチパネル式グラフィック液晶 

 

２　末端監視局　新設機器仕様 

　　既設と同等とする。 

 

３　南部第二浄水場電気室水質自動測定盤　既設撤去機器仕様 

（１）数　　量：１台 

（２）型　　式：荏原商事㈱製　EB３０A 

（３）設置場所：盤内 

（４）測定項目：残留塩素・濁度・色度 


